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環境色測 定 に対す るSD法 と

BTEス ペ ク トル法の相 関的研 究

池 内 登

1.序 論

人 間 に対 す る基 本 的 価 値 で あ る人 を して快 適 性 に導 く環 境 の 整 備 とい うこ と

は,き わ め て複 雑 で六 ヶ敷 しい こ と で あ る が,現 今,環 境 の 質 の 改 善 とい う思

考 が,と み に強 調 され,な じみ の 深 い概 念 と して 一般 化 して来 て い る。 しか し

な が ら,環 境 を デザ イ ンす る に あ た って,わ れ わ れ が取 る手 法 は,一 定 の 情 報

的 要 素 を基 本 と して,計 画 を進 め るの が常 識 で あ る が,そ の 情 報 の収 集 法 と活

用 法 の違 い か ら,デ ザ イ ンの 内容 が 非 常 に異 っ て しま うこ と が あ る。 パ オ ロ ソ

レ リ に よ れ ば,「 人 間 的 状 況 の範 囲 内 に お い て,差 し出 す 筋 道 に よ っ て測 られ

る情 報 が,ど の よ うな結 び つ きか を提 供 して くれ る時,〈 環 境 的情 報 〉 と呼 び,

情 報 が,そ の よ うな能 力 を持 た ない 場 合,〈 合 成 的 情 報 〉 と呼 ぶ 。 こ の合 成 的

情 報 に よ っ て デ ザ イ ン され た もの を 〈合 成 的 デザ イ ン〉 と呼 び,多 くの 設 計 事

務 所 の 中 で 計 画 さ れ完 成 され る。 そ れ は,個 々 の設 備 が厳 格 な経 済 的,技 術 的,

人 種 的,宗 教 的,身 分 的 な きま りと して 生 れ る結 果,そ れ は 全 体 的 混 乱 と部 分

的 独 断 と頑 迷 さ を生 む こ と に な る。 とい う。 また 都 市 計画 家 は地 上 の 生 物 皮膜

(バ イ オ ・ス フ ィア)を 破 壌 し,そ の 一 部 で あ る人 間 を も破 滅 させ るで あ ろ う

と い う。 一 方,環 境 的 情 報 の概 念 は,わ れ わ れ を取 り ま く環 境 知 覚 が,身 体 の

内 部 器 官,運 動 神 経,呼 吸,食 物 摂 取,排 泄,体 温 等 に有 機 的 な影 響 を もつ こ

と につ い て情 報 化 す る と とで あ り,環 境 問題 設 定 に 対 して,わ れ わ れ の 身体 機
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能,と り わ け五 感 の 機 能 との結 び つ きに つ い て,そ の 重 要 性 を喚 起 す る こ と な

の で あ る。 こ れ を例 記 す る な らば,あ る室 内 の状 況 に対 して,人 は その 知 覚 形

態 を心 理 的 イ メ ー ジ に総 合 させ るす ぐれ た 能 力 を共 有 して い るが,室 内 の 知 覚

形 態 が,室 内 の 定 位 性 認 識 の 基 盤 と な り,そ れ は,人 の 活 動 を円 滑 化 す る と共

に,心 理 的 安 定 性,満 足 感,理 解 と い っ た感 情 的 意 味 を も付 与 す る。 人 々 とに

とっ て その 環 境 知 覚 の 心 理 的,生 理 的 定 位 性 の 明確 さ と,意 味 の豊 か さ が,環

境 へ の 知 覚 と行 動 の 組 織 的 セ ッ テ ィ ン グ を通 じて,〈 自己 確 認 〉 を得 る条 件 と

な っ て作 用 す る こ とで あ る。即 ち知 覚環 境 の 馴 染 み 深 さ(定 位 性 と 自 己確 認 の

強 さ)と 環 境 特 性 は,そ の 環 境 を受 容 す る心 理 的 引 き合 い の 強 さ を意 味 す る も

の な の で あ る。 プ ロ シ ャ ンス キ ー が 「も し,そ の 環 境 が 単 な る物 理 的 存 在 か ら,

生 気 を も ち,特 性 を も っ た空 間 と して 感 じ られ るな らば,個 人 や 集 団 が 活 動 し

て い る か らで あ る」 と説 べ る と こ ろ は,前 述 した物 理 的 空 間 と人 間 行 動 の 有 機

的連 鎖 性 の価 値 や,意 味 を述 べ て い る こ と で あ る。 こ の よ うな点 か ら,環 境 の

設 計,計 画 に あつ か る者 は,心 理 的環 境 の イ メ ー ジ の 質 量 を結 定 す る因 子 が,

環 境 を観 察 す る もの と,そ の 被 観 察 対 象 との 互 関 性 の 質 に あ る こ ζ を わ す れ る

べ きで な い し,状 況 の 物 理 的 側 面 を組 成 す るだ け の 合 成 的 デザ イ ン に終 始 し て

は な ら な い こ と を意 味 す る。 何 故 な ら,合 成 的 デ ザ イ ンが 問題 をは らむ の は,

新 し い環 境 の性 格 へ の創 造 や潜 在 的 性 格 の 開 発 が 見 落 され が ちで あ るか らで あ

る。 本 研 究 睿 は,人 び とが,そ れ ぞれ の 生 活 空 間 に対 して 抱 く心 理 的 環 境 の イ

メー ジ を分柝 す る こ とか ら,そ の空 間 の も つ感 覚 を理 解 し,'よ り効 果 的 な イ メ

ー ジ の強 化 法 を考 察 して 行 く為 の ア プ ロ ー チ を得 よ う とす るも の で あ る 。 人 び

と の 所 有 す る環 壇 の 景観 「(landscapes)は,意 味 あ る 多 くの伝 達 媒 体 を包 み

込 ん で い る。 この 景 観 分 析 は,動 作,行 動,認 識,情 緒 性 あ る い は,審 美 性 等

の 人 び との もつ 自己 存 在 と し て の認 知 痕跡 を知 る こ とで あ り,物 理 的環 境 の秩

序 が,人 び と に とっ て,明 確 な意 味 を も ち,如 何 に生 命 感 あ る環 境 的価 値 と な

る か をTransparenceす る こ とで あ る。 しか しな が ら,人 び との心 理 的 環 境 は,
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外 部 か ら直接 知 り得 な い もの で あ るが,人 び と が瞬 間 的,時 間 的 に想 起 す る心

的 エ レメ ン トは,人 び とに とっ て,何 ら か の 意 味 を もつ も の で あ る か ら,環 境

分析 に あ た っ て まず 意 味 微 分 法(SemanticDifferentialMethod)を 採 用 し

た。 そ れ は,ギ ョー ム に よれ ば,「 心 理 的 現 象 は ゲ シ ュ タ ル トで あ る。 知 覚 ま

た は 表 象 の 時 空 的 な場 にお い て個 別 化 さ れ,限 定 化 さ れ た 有機 的統 一(unites

organiques)で あ る。 ゲ シュ タル トは,知 覚 の 場 合,客 観 的 諸 要 因 の総 体 に お

け る,刺 激 布 置 に依 存 す る」 とい うが わ れ わ れ の 知 覚 環 境 は,統 一 性 を,もっ

た主 題 で あ る と共 に,多 様 性 を も っ た存 在 で も あ る。 こ う した環 境 イ メ ー ジ の

主 観 的体 制 化 の様 式 は,客 観 的条 件 と して の刺 激 間 強 度 の差 異 に依 存 す る も の

で あ り,又,過 去 的 経 験 も作 用 す る と こ ろ の もので あ るが,意 味微分 法 は(以 下

SD法 とい う)そ の 調 査 の性 格 上 過去 的 環 境 経 験 や 年 令,性 別,職 業,或 い は

教 育 的 要 素 が あ ま り大 き く,態 度 に効 果 を もた ら さ な い共 通 反 応 属 性 を もつ こ

と が で きる か らで あ る。 それ は刺 激 の提 示 と調 査 の仕 組 み が環 境 利 用 者 の 立 場

か ら直 接 評 価 す る と い う導入 が な され る か らで あ る。 た しか に 自由 選 択 法,自

由想 起 法 や 面 接 法 よ り,自 由度 は 制 限 され る と して も,多 数 の 態度 を探 索 す る

の に は 有 用 な一 法 で あ り,ま た 多数 の 対 象 者 よ りの 解 答 を統 計 処 理 す る こ と を

通 じて,環 境 対 象 の 物 理 的 刺 激 の 分布 構 造 が 心 理 的環 境 に統 合 的 力(forceof

unification)と して は た ら く要 因 と,多 様 化 の 力(forceofdiversification)

と して 作 用 す る要 因 を発 見 す る と こ ろ か ら,普 遍 性 を見 出 し,標 準 化 の 方途 を

探 るの に有 利 で あ る と考 え る。

SD法 の統 計 的処 理 か ら導 出 さ れ る統 合 的 或 は 多 義 的 意 味 性(meaning)が,

物 理 的刺 激 の 構 造 性(stracture)に 依 存 す る こ と か ら,そ の物 理 的 環 境 と心

的 環 境 の相 関 性 に か か わ る分 析 を行 う必 要 にせ ま ら れ る。 そ う した 点 か ら,環

境 心 理 学測 定 に お け る カ ー チ ス(Curtis,T.W,1967)のBTE(BasicTex-

tureElements)spectromethodを 採 用 す る こ と に した。 カ ー チ ス等 に よれ

ば,環 境 の 物 理 的機 能 区分 にお け るキ メ効 果(TE)の 尺 度 化 につ い て は,そ

一61一



の ス ケ ー ル は,視 野 内 の 見 え の大 き さ の ス ペ ク トル上 の種 々 の特 殊 な割 合 に よ

っ てパ ター ン化 され る状 況 で あ る と し,あ る情 景 の 半球 投 影 は,種 々 の 大 き さ

の 色 彩 斑 点 の 独 特 の パ タ ー ンで あ る。 若 し,基 本 的 キ メ要 素(BTE)が 見 え

の 大 き さの 順 に配 列 され,そ の 大 き さに ラ ン ク され る も の の 占 め る面 積 の 半 球

投 影 全体 に対 す る%は 連 続 的 ス ペ ク トル上 に プ ロ ッ トす る その プ ロ フ ィ ル が,

そ の情 景 の 「尺 度値 」 を しめ す こ と に な る と して い る。 従 って 研 究 対 象 の 環 境

映 像 を半 球 投 影 化 し,そ の面 積 を算 定 し尺 度 化 を計 らね ば な ら な い。

図1.検 査 視 標

視 標1

視 標2

視 標3

以 上 述 べ て来 た観 点 と,そ れ に と もな

う検 証 法 に よ り,本 研 究 に お い て は,カ

ラ ー コ ンデ ィ ッ シ ョニ ング され た そ れ ぞ

れ の厨 房 の イ ンテ リア環 境 が 人 び と に と

っ て,ど の よ うな心 理 的 環 境 を形 成 す る

か に対 して,SD法 の相 関 因 子 分 析 に よ

り検 証 し,BTEス ペ ク トル法 に よ り,

尺 度 化 され た物 理 的 環 境 が,心 理 的 環 境

と どの よ う に相 関 す る か を考 察 した 。 し

か し,こ れ は あ く まで 心 理 的 環 境 設 計 に

対 す るバ オ ロ ソ レ リの い う環 境 的 情 報 を

得 る一 つ の ア プ ロ ー チ にす ぎな い こ とは,

い う ま で も な い 。

皿.検 査 資 料 ・検 査 法

II-1検 査A(SD法)

1-a図1に しめ す ご と きカ ラー コ

ンデ ィ ッ シ ョニ ング され たD

Kス タイ ルの イ ンテ リ ア カ ラ
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一 ス ラ イ ド。(検証 対 象 は10種 で あ っ た が,こ こ に は最 高 因子 得 点 を

得 た 視 標1,中 等 度 の視 標2,最 低 得 点 視 標3の み を しめ す)

1-b調 査 対 象

男 性100名,女 性100名(い つ れ も年 令19才 ～21才)

1-C検 証 手 続

プ ロ ジ ェ ク タ ー に よ りス ラ イ ド照 射 を行 い,そ れ ぞれ の検 査 視 標

の イ メ ー ジ をSDテ ス ト用 紙 に記 入 させ た 。 上 記 手続 き に よ り得 ら

れ た 資 料 よ り各 視 標 の イ メ ー ジ得 点 を算 出 し,プ ロ フ ィ ル化 し,尚,

そ れ ぞ れ の 因子 の相 関 分 析 計 算 を行 い,そ れ ぞ れ の検 査 視 標 の イ メ

ー ジエ レメ ン トを検 証 した。

皿一2検 証B(BTE)ス ペ ク トル 法

2-a検 査 資料

図1の 資料 よ り,魚 眼 レ ンズ に よ る撮 影 を行 い,そ れ を基 に して 半球 投 影

図,図2を 作 成,方 眼 面 上 に プ ロ ッ トし

て その 物 理 的 量 を計 算 した。

2-b検 査 手 続

上記 の半球投 影図化 し,物 理 的量 を算 出

した もの よ りパ ー セ ン ト計 算 を行 い,半

球 投 影 面 上 に ス ペ ク トル配 列 化 し,因 子

の分 布 の 支 配 状 況 を示 した 。

皿.分 析 と 考 察

図2.視 標1の 半 球 投 影像 図3は 快 適 性 の カテ ゴ リー得 点 の 高 い

視 標1(以 下S1),中 等 度 の視 標(S2),最 も低 い得 点 視 標(S3)の 各 因 子

の カ テ ゴ リー 得 点 の 中央 値(Me)を 男 女 平 均 化 し,S1を 基 準 と し,S1の

プ ロ フ ィ ル平 滑 化 をは か る為 に因子 配 列 変 換 を行 い,こ れ に対 応 させ,S2,
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図3.S1を 基 準 と したS2,S3の 中央 値 プ ロ フ ィ ー ル

S3を プ ロ フ ィル 図上 にプ ロ ッ トした もの で あ る。 図3に 見 る ご と く,S1の

快 適 性 に平 行 して得 点 の 高 い他 因子 は,感 情 因 子,感 覚 因 子,価 値 因 子,機 能

因 子 と多義 的 な イ メ ー ジエ レメ ン トに よ り,構 成 され て い る。 しか も,高 い 得

点 因 子 が25因 子 中16因 子 に及 ん で い る。 そ れ に対 してS2,S3の イ メ ー ジ得

点 傾 向 は,不 確 定 要 素 と心 理 的 離 反 性 に関 与 す る因 子 の 側 に集 中 的 で あ る と い

うこ とが 明 白 で あ る。 こ の こ とか ら,快 適 性 の レベ ル に影 響 す る因 子 は,感 覚

因子 で は(明 るい,暖 かい,柔 かい,軽 快)で あ り,感 情因子 では(さ わや か,安 定

性)で あ り,価 値 因子 では,(清 潔性 若 さ,ス マー ト,上 品,装 飾 隲 親 しみ 安 さ,

個 性的)で あ る。 こ こで注 目してお きたい のは,機 能 因子(動 き安 い,使 い安 い)の

連想 反応 が共 に快 適性 に作用 す るイ メー ジエ レメ ン トと して作 用す るこ と を理 解 しな

くて は な らな い。S2,S3に お ける快適 性 に関与す る ことの低 さに影 響す るイメージエ

レメ ン トは,感 覚 因子 で は(暗 い,冷 た い,重 い,狭 い,刺 激 が弱 い)で あ り,感 情
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因子 で は(不 快,う っ と り しい,緊 張 した)で あ り,価 値 因 子 で は(親 しみ に

くい)機 能 因子 では(使 い に くい,く つ ろ ぎに くい)と な り,知 覚環 境 の イメー ジエ

レメ ン トの質 的相違 が生起 して い ることが うかが え る。 この よ うな点 か らS1,S2,

S3に 対 して総 括 的 に 考 察 を加 え る と,物 理 的環 境 の コ ンプ レキ シ テ ィ(Co-

mplexity)と しての 複 合 性 と,心 理 的 環 境 の複 合 性(ambiguity)は,相 異 る

もの で あ る こ と が理 解 さ れ る。又,物 理 的 環 境 の コ ン プ レキ シテ ィは,そ の程

度 如 何 に よ って,意 味 の 不 確 定性,も し くは,心 理 的 離 反 方 向 の 反 応 を呈 す る

こ と も理 解 され る。 こ れ は,リ ンチ(K・Lynch)の い う,一 貫 した意 味 あ る

パ ター ンの 組織 化 が,イ メ ー ジァ ビ リテ ィ(lmageability一 認 知 さ れ 安 さ)に

か ・わ る と い う概 念 を理 解 す る と共 に,ラ ポ ポ ー ト(A・Rapoport)の い う明

快 さ と,複 雑 さの情 報 過 程 に適 正 知 覚 度(optimumperceptualrate)の

存 在 す る こ と,そ し て,ロ ー エ ンザ ー ル(Lewenthal)のmeaningの 多義 的 要

素 が 必 要 で あ る こ と が 考察 さ れ る。S1に お け る物 理 的 構 造(structure)は

統 合 的 力 の 方 向 をた ど る よ うに思 わ れ,S2,S3は,多 義 的 力 の 方 向 を しめ

す よ うに考 え られ る に反 して1そ の知 覚 環 境 の イ メー ジ エ レ メ ン トは,逆 の 現

象 を しめ して い る こ とか ら も理 解 され るで あ ろ う。

次 に イ メ ー ジ プ ロ フ ィル に よ り,概 括 的 に 考察 さ れ る,快 適 度 に対 応 す る他

因子 との か ・わ りを,相 関 因 子 分 析 に よ り検 出 し た も の が,表1の 快 適 性 を基

準 と した 相 関係 数 行 列 表 で あ る。 尚 それ よ り各 視 標 が もつ 他 因子 の負 荷 量 の強

さ と広 さに つ い て,知 るた め,相 関 係 数 を レー ダ ー グ ラ フ上 に プ ロ ッ ト した も

の が図4で あ る。 考 察 に あ た つて,そ の 相 関 の 重 さの レベ ル は,算 定 さ れ た相

関 係 数 を二 乗 す る こ と に よ り レベ ル 評 定 し,0-4ま で は,弱 い相 関,4-7

ま で は,や ・強 い相 関,7-10ま で は強 い相 関 と して 一 般 心 理 学 的 常 法 に従 っ

て 評 定 す る こ と に す る。 図4-1は,S1の 女 性 に お け る快 適 性 に対 す る他 因

子 の 負 荷 量 を しめ す もの で あ る が,図 に示 さ れ る ご と く,多 因子 に わ た り,強

い相 関 関係 にあ る こと が理 解 され る。特 に強 い相 関 に あ る もの は,機 能 因 子(動 き
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表1.(快 一不快)を基準 とした他因子の相関行列

因子

性別

サン〉
,

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

広 々 と し た

使 い や す い

汚 れ や す い

動 き や す い

くつ ろ ぎやす い

個 性 的 な

装 飾 的 な

ス マ ー ト な

動 的 な

上 品 な

若 い

清 潔 な

暖 か い

明 る い

柔 い

男 性 的

軽 い

安 定 な

目 が 疲 れ る

刺 激 が 強 い

落 ち 着 い た

さ わ や か な

親 しみやす い

緊 張 し た

女(W)

S1

0.74

0.90

0.58

0.94

0.89

0.77

0.74

0.75

0.36

0.66

0.77

0.95

0.88

0.69

0.93

一 〇
.56

0.89

0 .71

0.21

0.42

0.53

0.97

0.99

一 〇
.08

S2

o.is

0.78

0.85

0.32

0.48

0.30

0.67

0.77

0.79

0.83

o.s4

0.72

0.74

11

0.41

0.87

0.62

0.89

0.67

0.80

0.70

0.88

0.69

0.87

S3

0.39

o.si

0.63

0.59

0.81

一 〇.20

一 〇
.03

0.17

0.79

0.47

O.06

0.60

0.48

0.09

0.43

0.35

0.55

0.52

0.37

0.46

0.59

0.84

0.13

o.sa

男(M)

S1

0.25

0.32

0.59

0.62

一 〇
.43

0.78

0.83

0.71

一 〇
.06

0.83

o.n

0.42

0.25

0.20

o.s2

一 〇.41

0.71

0.24

一 〇.01

0.20

0.30

0.50

0.75

0.36

S2

一 〇
.20

0.63

0.64

0.50

0.33

0.78

0.69

0.73

0.56

0.65

0.81

0.86

0.68

0.39

0.51

0.52

0.21

0.32

0.54

0.42

0.54

0.19

0.88

0.85

S3

0.60

0.70

0.77

0.93

0.67

0.57

0.72

0.62

0.86

o.sz

0.41

0.67

0.77

0.05

0.58

一 〇.08

0.24

0.65

0.23

0.48

i

i・:

0.77

0.58

性別

H'/プ,v
因子

狭 い

使 い に く い

汚 れ に く い

動 き に く い

くつ ろ ぎに くい

一 般 的 な

シ ン プ ル な

や ぼ っ た い

静 的 な

下 品 な

年 と っ た

き た な い

冷 た い

暗 い

堅 い

女 性 的

重 い

不 安 定 な

目 が疲 れない

刺 激 が 弱 い

騒 が し い

う っ と う し い

親 し み に く い

の ん び り し た

..



W(女 性)M(男 性)

i【,i<5

18i,1Sl⊃

17「 、77

/:fl2u図4 -1a:;ロ ロ 図4
-1b

I廴 、[し1}

15hl8h

lTTIT-

is[2い 図4-2a:>t21t図4-2b

>>

1〔 尸}-

ix6ib

l7'u-

-3a

図4.快 適 性 に 対 応 す る 他 因 子 の 相 関 負 荷 量
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安 い),価 値 因 子(個 性 的,親 しみ安 い),感 情 因 子(清 潔 な,さ わ や か な),

感 覚 因 子(軽 い・ 柔 い)と な り,や ・強 い相 関 を示 す もの は,機 能 因子(使 い

安 い,く つ ろ ぎ安 い),価 値 因 子(装 飾 的,ス マ ー ト),感 情 因 子(安 定 した,

広 々 と した),感 覚 因子(暖 か さ,明 る さ)で あ る。 この よ うに イ メ ー ジ の感

情 価 が 多 義 的 に快 適 性 に関 与 す る所 か ら,ダ イニ ング キ ッチ ン(DK)の もつ

イ メ ー ジ は,機 能 空 間 と し て の物 理 的 環 境 の設 計 概 念 よ り も,よ り多様 な心 理

的欲 求 を満 す 方 向 に 計 画 され な け れ ば な らな い こ とが わか る。 こ れ らの 点 を尚

S2,S3を 通 じて 考察 す る と,S2の 快 適 性 の カ テ ゴ リー 得 点 の レベ ル低 下

に か か わ る他 因 子 の か か わ り方 を検 証 す る と,感 情 因子(男 性 的,安 定 性,さ

わや か,緊 張 す る)で あ り,S1に 比 して男 性 的,安 定性,肆 漲 感 の 強 い相 関

は,離 反 的 傾 向 の イ メー ジ因 子 と して 働 き,安 定 性 の 増 大 は,暗 さの イ メ ー ジ

と関 与 す る もρ で あ る。 ま た や や 強 い相 関 に あ る もの は,機 能 因子(使 い 安 い,

汚 れ安 い,眼 が疲 れ る)で あ り,使 い 安 さの低 下,汚 れ安 さ の増 大,眼 が つ か

れ るの 増 大 とな り,価 値 因子(装 飾 的,上 品,清 潔,親 しみ安 い)は,装 飾 性,

清 潔 性,親 しみ 安 さの 低 下 が認 め ら れ る。 感 情 因 子(動 的,刺 激 が 強 い落 つ い

た)は,動 的,刺 激 性,落 つ き度 が増 大 し,感 覚 因 子(暖 か さ)は 低 下 し て い

る。 こ の よ う に イ メ ー ジエ レメ ン トの構 造 が,諸 因 子 の相 関性 の低 下 と,緊 張

の 因子 相 関 の 増 大 は,眼 が疲 れ る,刺 激 が強 い,暗 い,因 子 相 関 の 傾 向 の 増 大

と ア ナ ロ7グ し て い る。 又男 性 的 イ メ ー ジ の増 大 や,,装 飾 性,上 品 さ,清 潔 性,

さ わや か さ の低 下 は,親 しみ 安 さの 低 下 と相 俟 っ て快 適 性 の低 下 につ な が る要

因 と な る こ とが 理 解 され る。 こ れ らはS3の 因 子 相 関 の傾 向 か ら 尚明 確 な 方 向

が検 証 さ れ る。 即 ち,動 的 や 緊 張 感 の 増 大,広 さ の感 覚 と使 い安 さ,動 き安 さ

の機 能 因 子 の低 下,あ るい は,感 情 因 子 の ス マ ー トさ,装 飾 性,個 性 的 とい っ

た 因 子 の低 下 や,感 覚 因 子 の明 る さ,暖 か さ,柔 か さの低 下 は親 しみ 安 さの 低

下 とな り,心 的離 反 型 空 間 の方 向性 に イ メー ジエ レ メ ン トが形 成 さ れ る結 果 と

な る こ とが理 解 され る。

.:



一 方
,男 性 に お け るS1に 見 られ る傾 向 は,全 体 的 に 女性 の側 よ り も低 下 傾

向 に あ る が,や や 強 い相 関 に あ る もの は,価 値 因子(個 性 的 ・装 飾 的 ・スマ ー

ト ・若 い ・上 品 ・親 しみ 安 い)で あ り,感 覚 因 子(軽 い)と な るが,女 性 の側

に見 られ る機 能 因 子 が,快 適 性 に作 用 を も た ら して い な い。 こ れ は,プ ロ シ ャ

ン ス キ ー の概 念 に よ る 「わ れ わ れ は,社 会 的 存 在 と して の 役 割 り と無 関 係 に環

境 に反 応 す る こ とは ない 」 とす る思 考 を裏 が きす る ご と く,厨 房 の イ メ ー ジ形

成 に作 用 す る生 活感 情,生 活 機 能 との か か わ り方 の 相 違 を明 確 に物 語 る もの で

あ る。 こ れ はS2に お い て も基 本 的 に共 通 す る もの で あ り,感 情 因 子(緊 張 し

た,動 的),価 値 因子(個 性 的,装 飾 的,ス マ ー ト,上 品, .若 い,親 しみ安 い)

感 覚 因子(暖 か い)で あ るが,こ れ らや や 強 い 相 関 を し め す他 因子構 造 に機 能

因 子 が 作 用 しな い こ と で あ る。 尚,男 女 性 差 と も考 え ら れ る,女 性 側 に見 られ

た(男 性 的)イ メ ー ジ は男 性 側 で は そ れ程 強 くな く,(安 定 性,眼 が つ か れ る,

刺 激 が強 い,さ わ や か)の 低 下 は 女性 側 に働 く強 さよ りも影 響 の 少 な さ を あ ら

わ して お り,(個 性 的,若 さ,動 的,緊 張 感)の 女 性 に比 較 して の 影響 の強 さ を

しめ す もの で あ る こ と が理 解 され る。 これ らの 差 違 傾 向 は,プ ロ シ ャ ンス キ ー

の い う,「環 境 は イ メ ー ジ の セ ッ トと して認 知 さ れ る 。 わ れ われ の住 む環 境 に関

して,選 択 的 で ユ ニ ー ク な概 念 が,そ の環 境 利 用 や 移 動 の仕 方,あ る い は室 内ト

に対 す る感 じ方 に影 響 を あた え るJ概 念 を物 語 る もの で あ り,二 つ の イ メ ー ジ

の 生 起 は,連 鎖 的 に他 の イ メー ジ形 成 に作 用 し,そ の様 相 が 多様 性 を も ちな が

ら,一 つ の統 一 され た 象 徴 に帰 結 す る とい う こ と で あ る。

次 に そ れ ぞ れ の視 標 が もつ心 的環 境 の イ メー ジ エ レ メ ン トの 特性 が,如 何 な

る構 造 を形 成 して い る か につ い て考 察 を進 め る こ と と し,考 察 に あ た っ て は 図

5一 ユ,2,3の 如 き,座 標 面 にFユ 軸 に 女性 の 反 応 因 子,F2軸 に 男 性 の 反 応 因

子 の レベ ル を基 準 化 して,男 女 そ れ ぞ れ快 適 性 に相 関 す る他 因 子 を プ ロ ッ トし

て 散 布 図 を作 成 した 。 図5-、 は,S1の 相 関 因 子 の散 布 傾 向 で あ るが,男 女

共 通 して強 い相 関 に あ る因 子 は,機 能 因 子(動 き安 い)'∫ 価値 因 子(個 性 的,
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図 ら一,快 適性に対するサンプル1

の男女相関係数得点散布図

図5亠 。快適性 に対するサンプル2

._(p男 女相関係数得京散布図

図5-。 快適性に対するサンプル3
・の男女相関係数得点散布図

ス マ ー ト,上 品,装 飾 的,親 しみ 安 い)

感 情 因 子(若 い,さ わ や か),感 覚 因 子

(柔 い,軽 い)の 各 因 子 で あ る。 又,女

性側 に強 く作 用 す る他 因子 は,機 能 因 子

(使 い安 い),感 情 因子(広 び う と した,

清 潔 な,安 定 した),感 覚 因 子(暖 か い,

明 るい)の 各 因 子 で あ る。 こ れ らは,知

覚 環 境 を支 配 す る心 理 的 快 適 性 を構 成 す

る基 準 因 子 とな る もの と考 え られ,こ れ

らの 因 子 レベ ル が,快 適 性 の レベ ル にか

か わ る こ とは 当 然 で あ る。;尚,図5-・9

が 全体 的 に示 す体 制 は,簡 潔 で,強 固 な

イ メeジ 構 造 を しめ して い る。S.1に お

け る物 理 的環 境 の構 造性 は,そ れ 程 き わ

だ っ た特 性 が認 め られず,又 複 雑 性 に お

い て も,.か え っ て簡 素 な レ イア ウ.トを呈

してk》る に も か か わ らず,'快 適 性 に強 ぐ

相 関 す る イ メー ジエ レ メ ン トが,・多 様 に

作 用 して い る こ と は,「 開放 的 に無 限 定

な非 主 題 的 な も の程 主 題 を色 ど る」 とす

る ギ ブ ソ ンの言 葉 を う、らが きす る よ うで

あ る。即 ち,開 放 的 で無 限 定 な規 定 性 は,

イ メ 野 ジ想 起 に お け る よ りパ ー ソ ナ ル な

世 界 に拡 散 す る 可塑 性 と じて作 用 す る こ

とで あ り,,人 び と を し て,そ の 心 理 的環

境 の イ メ ー ジの 有機 的統 合 を よ り自 由 な
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ら しめ る もの と して働 く もの と考 え られ る。 次 に図5-2は,S2の 散 布 図 で

で あ る が,S1と 同 じ く男 女 共 通 に 関与 す る因 子 は,機 能 因 子(使 い安 い),

価 値 因 子(装 飾 的,清 潔 な,上 品,親 しみ 安 い,ス マ ー ト),感 覚 因子(暖 か

い)で あ るが,い つ れ の 因 子 も相 関 負 荷 量 は低 下 して お り,機 能 因 子(汚 れ安

い,眼 が疲 れ る),感 情 因子(動 的,男 性 的,落 つ い た,緊 張 した)の 諸 因 子

が含 まれている所から・ これらの現劇 よ・髄 性を減退 させ蘇 呼 なってい

る よ うに考 えへ らる。 ま た 女性 の み に認 め ら れ る 高 い相 関 因子 は,感 情 因 子(

安 定,刺 激 が強 い,さ わ や か)感 覚 因 子(軽 い)で あ り,軽 さ,さ わ や か さの

因子 相 関 は低 く な り,安 定 性,刺 激 が 強 い,は 高 ま っ て い る と こ ろ か ら,快 適

性 の レベ ル 低 下 に関 与 す る因子 で あ る とみ ら れ る゜

次 に 図5-。 に っ い で 考 察 す る と,S3の 快 適 性 に強 い相 関 に あ る他 因 子 は'

男 女 共 通 の 因 子 と して,機 能 因子(動 き安 い,使 い安 い,汚 れ安 い,く つ ろ ぎ

安 い),感 情 因子(清 潔,さ わ や か な,緊 張 した)で あ る が醗 これ らの 因子 の

鯖 蹴 姓 側では低下の傾向にあ・もの・b・ 強

い相関にあるものがある。また,男 性1三やや強 く働 く他医臨 麟靆感騫因子(広

麓 しだ,錠 した)`,価 値因子(ズ マー トな,撮 な調 しみ麹,麟

茵 子(暖 か い,柔 い);'と な り,ご れ ・らは,姙 側 に お い ぞ は完 全1朔 関 性 を

消 失 して い る。 即 ちS3に お い て ば,'そ れ らの 因 子 は,狭 い,や ぼ った い,下

品;堅 い,一不 安 定,親 しみ に くい乏 な り快 適 性 の低 下 に作 用 して い る こ と が理

解さ編 ・'一'・ 冖,麟 靆 箕

以上の讖 証結黔 ら,物 理的環境構造の複雑性(・・哩 韈 殲 齷 的願

の・・一ジ構造の複雑齢 一y)・ ・先に述べたこ・.:・

ない。本研 究 にお いて も,S1の ご とき,簡 素 陀 統 一 性 にま 寮鳶{瀦 嘆嚢 導差 室 内

環 境 の イ メ ー ジ が,逆 に,強 い相 関性 に あ る多 因 子 に よち 蓄;ぞ廚 房 φ)rメ ー ジ

に お け る快 適 性 評 価 を し め し,そ の 散 布 図 の構 造 か ら見 て,強 い象 徴 性 につ な

が る 因子 間 の 結 び つ きが 認 め られ る。 こ れ に対 してS2,S3は,`そ の物 理 的
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S1

S2

S3

図6.BTEサ イ ズ ス ペ ク トル 図

構 造において,S1に 対 して共 に複雑性

の高いものであるが,散 布図にしめすご

とく,快 適性 に働 く他因子の相関の低下

1瀦鬻;、詈欝 鸞 総
く な っ て い る。 従 っ て,こ の検 証 範 囲 か

ら見 て も リ ンチ の い う認 知 さ れ安 さ(lma-

giability)は,複 雑 な物 理 的環 境 構 造 に

よ っ て さ また げ られ る こ とは い う まで も

な い が,認 知 され安 さは物 理 的 刺 激 の 構

造 に の み 依 存 す る もの で は な くて,そ の

灘灘穿響;蒲 雑
に あ るの で あ り,そ れは 統 合 され る過 程

に お い て 多様 なエ レ メ ン トが イ メ ー ジ的

な強 い結 び つ き に よ っ て構 造化 さ れ る象

徴 的 意 味 に依 存 す る と こ ろが 多 い こ と を

理 解 され た 。

次 に序 論 に お い て,す で に述 べ た環 境

心理 学 測 定 法 の 一 法 で あ るBTEス ペ ク

トル法 に よ り,そ の概 念 と分 析 手 続 に従

っ て,視 標 そ れ ぞ れ の物 理 的 環 境 の 分 析

を試 み る こ とに す る。 図6は,S1～S

3の 情 景 を半 球 投 影 化 し,そ れ よ りBT

Eサ イ ズ ス ペ ク トル 図 を作 成 した もの で

あ る。 図 上 の○ 内 数値 は,半 球 投 影 面 上
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S.P

S

1

S

2

S

3

要素
番号

0

0

③
④
0

⑥
0

⑧
0
10

ii

合計

0

0

0

④
0

⑥
0

⑧

.⑨

10

n

合計

0
0

0
④
0

⑥
0

⑧
OO
io

⑪
合計

面積

19

21

11

18

8

3

6

1

7

6

100

11

19

11

20

15

3

6

1

4

5

5

100

8

16

17

24

13

1

2

5

5

9

100

表2-1暖 冷 ・明 暗感 レベ ル算 定 表

一73一

暖色

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

Y

R

中性色

9N

9N

9N

9N

9N

8N

GY

GY

GY

9N

GY

2N

5N

2N
..

8N

9N

3N

寒色

G

G

B

B

明度

8

8

8

7

7

9

9

9

9

9

83

8

5

6

5

6

8

6

6

3

9

5

67

4

5

2

2

5

2

7

8

9

3

47

飽和度

4

4

4

0

0

0

0

0

40

2

2

8

6

6

0

4

4

4

0

4

40

4

4

6

0

0

0

2

0

0

0

16

面積
X

明度

152

168

88

126

56

27

54

9

63

54

797

88

95

66

100

90

24

36

6

12

45

25

587

32

80

34

48

65

2

14

40

45

27

387

面積
X

暖色

76

84

44

252

112

568

88

120

90

298

102

102

面積
X

寒色

22

38

60

32

64

96



の キ メ効 果 と して働 く構 成 要 素 の 区 分 を しめ す(要 素 番 号)で あ る。 又,円 周

上 の 区 分 は,そ れ ぞ れ の キ メ要 素 が しめ す,面 積 率 で あ り,中 心 点 に 向 う距 離

は,そ の要 素 の もつ 明 る さの 程 度 を しめ す もの で あ り,そ の 要 素 の もつ 色 彩 効

果 は,マ ンセ ル の ア ル フ ァ ・ニ ュ ー メ トリ ッ ク ・メ ソ ー ドに よ る分 類 の 値 で あ

る。 こ のBTEサ イズ ・ス ペ ク トル 図 に お い て,そ の 明暗 ・暖 冷 感 に対 す る概

括 的 な レベ ル は,大 体 把 握 出 来 るが,尚 細 部 に わ た って,キ メ効 果 の 尺 度 値 を

検 出 す るた め に作 成 した も の が,表2-1で あ る。 そ れ に よ り考 察 を進 め る と,

S1の 環 境 色 明 度 につ いて の 尺 度 値 は,7.97の レベ ル を し め して い る と こ ろ か

ら,明 暗 の キ ー尺 度(表2-2)に プ ロ ッ トさせ る と,(明 るい)の レベ ル に

表2-。 暖 冷 ・明 暗 感 キ ー尺 度 相 当 す る。 こ れ に対 してSD中 央

10

8

6

4

2

0

一2

m

暑 い

非常に暖 かい

か な り日爰か い

暖 かい

冷 たい

か な り冷 た い

非常に冷 たい

寒 い

10

8

6

4

2

0

ギ ラギ ラ

明 る い

少 し暗い

暗 い

相当暗い

ま っ た く暗 い

値 で は(か な り明 る い)と な り,

尺度 値 の 近 似 性 が認 め られ る。 次

にS2に お い て は,5.87と な り,

(少 し暗 い)の レベ ル に相 当 す る。

これ をSD中 央 値 に見 る と(や や

暗 い)と な り,S2に お い て も そ

の 関 係 は近 似 な傾 向 が認 め られ る。

次 にS3に お い て は3.87と な り,

(暗 い)の レベ ル を しめ し,こ れ をSD法 中央 値 に見 る と(か な り暗 い)と 近

似 して い る。 又,S1の 暖冷 感 の尺 度値 に つ い て は5.68と な り(非 常 に暖 か 一

暖 か)の レベ ル に あ り,SD法 中央 値 で は(非 常 に暖 か一 か な り暖 か)の レベ

ル を しめ す と こ ろ か ら,近 似 す る傾 向 に あ る。 次 にS2に お い て は,2.38と な

り(や や冷 た い)の 尺 度値 を しめ す が,SD法 中央 値 に お い て は(や や冷 た い)

と な り,レ ベ ル は相 関 す る。 又,S3に お い て は0.06と な り(冷 た い)の レベ

ル を しめ し,SD法 中 央値 に お い て は(や や 冷 た い)の(か な り冷 た い)の 側

に あ っ て 近 似 す る。 こ の よ うな 諸 傾 向 か ら,総 括 す る と,BTEサ イ ズ ・ス ペ
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表3.(暖 かい一冷たい)を基準とした他因子の相関行列

因子

性別

サンプル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

広 々 と し た

使 い や す い

汚 れ や す い

動 き や す い

くつ ろ ぎやす い

個 性 的 な

装 飾 的 な

ス マ ー ト な

動 的 な

上 品 な

若 い

清 潔 な

明 る い

柔 い

男 性 的

軽 い

安 定 な

目 が 疲 れ る

刺 激 が 強 い

落 ち 着 い た

さ わ や か な

親 しみやす い

緊 張 し た

快 適 な

女(W)

S1

0.67

0.72

0.51

0.70

0.77

0.53

0.37

0.38

0.20

0.36

0.53

0.79

0.79

0.77

一 〇
.60

0.54

0.43

0.06

一 〇.03

0.28

0.76

0.84

一 〇
.14

0.88

S2

0.59

0.94

0.65

i.:

0.73

0.07

0.40

0.58

o:s2

0.44

0.40

0.41

0.78

1'1

0.58

0.99

0:66

Q.74

0.84

0.55

0.81

0.92

0.84

0.68

S3

0.86

0.71

0.79

0.65

0.64

‐o
.is

一 〇
.12

一 〇
.14

0.33

o.ai

0.15

0.41

0.48

0.83

一 〇.24

0.81

0.003

o.zo

o.oz

11

0.83

0.66

0.12

0.48

男(M)

S1

一 〇
.01

0.66

0.18

0.37

一 〇
.06

0.17

0.64

0.84

一 〇
.1

0.64

0.83

0.89

0.96

0.65

0.43

0.37

o.Zz

一 〇
.1

一 〇
.zi

0.29

0.54

0.41

一 〇
.24

0.25

SZ

0.32

0.98

0.84

0.64

0.56

0.70

0.90

o.sz

0.84

0.43

0.80

0.82

0.66

0.92

0.69

o.i8

0.48

0.92

0.35

0.70

0.50

0.95

0.82

0.68

S3

0.61

o.si

0.69

0.02

0.76

0.79

0.91

0.43

0.34

0'.93

0.35

0.46

0.12

0.70

0.26

0.05

0.47

0.05

0.36

0.71

0.83

0.45

0.46

0.77

性別

サン)V 因子

狭 い

使 い に く い

汚 れ に く い

動 き に く い

くつ ろ ぎに くい

一 般 的 な

シ ン プ ル な

や ぼ っ た い

静 的 な

下 品 な

年 と っ た

き た な い

暗 い

堅 い

女 性 的

重 い

不 安 定 な

目が疲 れない

刺 激 が 弱 い

騒 が し い

う っ と う し い

親 し み に くい

の ん び り した

い ら い らす る
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表4.(明 るい一暗い)を基準とした他因子の相関行列

因子

性別

サンプル

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

広 々 と し た

使 い や す い

汚 れ や す い

動 き や す い

くつ ろ ぎや す い

個 性 的 な

装 飾 的 な

ス マ ー ト な

動 的 な

上 品 な

若 い

清 潔 な

暖 か い

柔 い

男 性 的

軽 い

安 定 な

目 が 疲 れ る

刺 激 が 強 い

落 ち 着 い た

さ わ や か な

親 しみやすい

緊 張 し た

快 適 な

女(W) 男 (M)

S1 S2

0.26 0.73

0.37 0.85

0.05 0.67

0.52 0.97

0.58 o.7s

0.14 0.07

0.15 0.56

0.24 0.63

一 〇
.24 0.82

0.32 0.46

0.66 0.65

0.79 0.42

0.79 0.78

0.57 0.72

=0 .56 0.65

0.49 0.68

0.07 0.55

一 〇.36 0.45

一 〇.33 o.sz

一 〇.14 0.52

0.64 0.64

0.71 0.59

一 〇
.40 0.59

0.69 '11

S3 .S1 S2

0.55 一 〇.15 0.43

0.21 0.51 0.46

0.46 0.37 0.53

0.24 o.is 0.65

0.48 o.ii 0.27

一 〇
.51 0.08 0.05

一 〇
.45 0.52 0.25

一 〇
.40 0.68 0.87

一 〇.13 一 〇.29 0.28

一 〇.15 o.si 0.48

一 〇
.26 0.23 o.of

0.15 0.93 0.04

0.64 0.96 0.36

i・ 0.53 0.74

一 〇
.54

一 〇
.48 o.is

0.82 0.25 0.07

一 〇.07 0.09 o.zo

0.03 一 〇
.51 0.37

一 〇.36 一 〇.26 0.46

一 〇.04 0.39 0.02

0.54 0.49 o.io

0.63 0.29 0.47

一 〇
.49

一 〇
.28 0.58

o.io o.ao 0.39

S3

性別

せンプ)L因 子

0.22 狭 い

0.64 使 い に く い

0.50 汚 れ に く い

o.is 動 き に く い

一 〇.02 くつ ろ ぎに くい

0.34 一 般 的 な

一 〇
.2i シ ン プ ル な

一 〇
.24 や ぼ っ た い

0。07 静 的 な

一 〇
.08 下 品 な

0.28 年 と っ た

一 〇:24 き た な い

o.i2 冷 た い

0.72 堅 い

一 〇
.42 女 性 的

0.41 重 い

0.53 不 安 定 な

0.38 目 が疲 れ ない

0.12 刺 激 が 弱 い

一 〇.27 騒 が し い

o.ii う っ と う し い

0.29 親 し み に くい

0.21 の ん び り し た

0.05 い ら い らす る
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ク トル面 上 の キ メ効 果 の尺 度値 の 物 理 的 レベ ル と,SD法 中 央 値 に認 め られ る

心 理 的 反 応 の レベ ルは,ほ ば一 知 す る こ とが理 解 され た 。 こ の よ うな検 証 結 果

か ら,現 標 そ れ ぞれ が もつ 暖 か さ,明 る さの 物 理 的 尺 度 値 が もつ 数 量 的 意 味 が,

心 的 環 境 に お け る暖 か さ,明 る さ と の 関係 づ け が 出来 る と こ ろ か ら,心 的環 境

評 価 に お け る暖 か さ,明 る さ に対 す る他 因 子 の負 荷 量 を検 索 して,そ の イ メ ー

ジ エ レメ ン トの 関 係 を し らべ た。 即 ち,表3,4の ご と き明 暗 ・暖 冷 因 子 を基

準 と した他 因 子 の相 関係 数 の 行 列 表 を作 成 し,そ れ よ り,各 因子 の 負荷 平 均 値

を算 出 し,F1軸 を明 る さ の軸,F2軸 を暖 か さ の軸 と して,相 関 負 荷 量 の レ

ベ ル設 定 を軸 上 に行 い,各 因子 の 負 荷 平 均 値 を図 上 に プ ロ ッ トし た も の が,図

7-、,2で あ る 。 図7-、 は,女 性 側 に お け る相 関 の 度 合 い を しめす もの で あ

図7-,明 暗 ・暖冷感に対応する

他因子負荷量

図7-2明 暗 ・暖冷感に対応する

他因子負荷量

る が,全 体 平 均 値 以 上 に あ る他 因子 の 散 布 傾 向 は,機 能 因子(使 い 安 い,動 き

安 い,く つ ろ ぎ安 い),感 情 因子(さ わ や か,広 々 と し た),感 覚 因 子(暖 か

い,明 る い,柔 い,軽 い),価 値 因 子(親 しみ 安 い)で あ る。次 に男 性 側 につ

い て 見 る と,機 能 因 子(使 い 安 い),感 覚 因 子(柔 い,明 るい),感 情 因 子,

(清潔)の み とな り,女 性 側 に対 して か か わ り合 い を も つ領 域 の レベ ル が低 下
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して い る こ とが わ か る。 これ らの 傾 向 は,男 女 性 差 に よ る感 情 価 の 異 り を物 語

る もの で あ り,視 標 そ れ ぞれ の もつ 環 境 特 性 へ の か か わ り方 の相 違 が イ メ ー ジ

の 質 量 を左 右 す るも の と思 わ れ る。 即 ち,物 理 的 環 境 の価 値 や機 能 は,常 に そ

こ に何 が期 待 さ れ る か を物 語 る も の で あ る と共 に,そ こ に存 在 す る 自身 を ど う

評価 す べ きか にっ い て潜 在 的 に思 考 す る心 的 作 用 が,働 く こ と を物 語 っ て い る

もの で あ る。

】V.ま と め

本 研 究 の 目的 は,常 に明確 に意 識 上 に登 っ て こ ない 人 び との 内的 な環 境 を,

ど こ まで 抽 出 し得 る かで あ り,ま た,抽 出 さ れ た 心 的 環 境 が,ど の よ うな イ メ

ー ジの 結 合 体 で あ る か を考 察 す る こ とで あ りト そ の物 的 環 境 の構 造 と心 的 環 境

が,ど の よ う に対応 す るか を検 索 す る こ とで あっ た が,結 果 を要約 す る と,物

的 環 境 の 刺 激 体 制 の 量 的 要 素 が 類 同 的性 格 を しめ し,統 合 力 と して働 く状 況 に

あ る と き,心 的 環 境 の イ メ ー ジ ポ テ ン シ ャル は,強 い構 造 を しめ し,多 義 要 素

の イ メ ー ジ を強 め,一 方,物 理 的 環 境 の刺 激 体 制 が対 比 的 性 格 を増 す ほ どに,

イ メー ジ ポ テ ンシ ャル は性 格 を弱 め 分 散 化 の 方 向 を た ど る よ うに思 わ れ る 。 又,

環 境 情 景 に対 す る人 び との イ メ ー ジ構 造 は,そ の 物 理 的 セ ッ テ ィ ング に対 す る

観 察 者 の か か わ りの感 情 に関 与 し,ま た,観 察 者 の もつ領 分 と して の環 境 内 の

位 置 づ け の 価値 感 に依 存 す る。 そ れ は,景 観 へ の観 察 者 自身 の欲 求 や 目的 に基

づ い て,環 境 へ 働 きか け,あ た か も ゲ シ ュ タ ル と にお け る図 地 法 則 に見 る ご と

く,環 境 に対 す る人 び との 定 位 性 は し く ま れ た環 境 の 刺 激 が強 制 的 な高 ま り を

も ち,量 の増 加 が 見 られ る な ら ば,自 己 の確 定 性 は 劣 化 し,図 的 分 節 を得 られ

な い こ と か ら心 理 的 障 壁 が 生 じ て環 境 に対 す る離 反 性 の イ メ ー ジ構 造 を組 成 す

る。 一 方,刺 激 が適 当 で あ り,心 地 よ く受 入 れ られ るな ら,環 境 に対 す る 自 己

の 定 位 性 の確 定 性 は高 め られ,自 己 存 在 は ゲ シ ュ タル ト勅 果 で い う図 的 効 果 と

して,環 境 内 に 自 己 は浮 上 す る。 そ して,人 び と と環 境 の 間 の フ ィ ドバ ッ ク機
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構 は,環 境 を し て 意 味 あ る 存 在 に 高 め,価 値 的 存 在 と し て 環 境 を認 知 す る も の

・で あ る こ と を 検 索 す る こ と を得 た 。

尚,こ の 研 究 を進 め る に あ た っ て,調 査 ・デ ー タ ー 整 理 ・統 計 処 理 等 に 対 し

て,尽 力 を 得 た 平 尾 明 江,松 田 み ど り,王 垣 由 紀 子 の 諸 氏 に 対 し て 深 く感 謝 致

し ま す 。
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